
 

「自ら学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子 自分のよさを伸ばす子」 

『ひたむきに』 

校長 大木 毅 

新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

やはり、年が明けるとあらためて身が引き締まります。今年も金曽木っ子のために「チーム金曽木 オ

ール金曽木」で全校児童への指導に全力を尽くす覚悟です。保護者の方々との連携を大切にして、日

々の教育活動に邁進いたします。また、台東区の学校は、どこも地域の温かい支援に支えられていま

す。まさに金曽木小学校も地域の方々のご理解やご支援のもとで、円滑な学校運営がなされておりま

す。引き続きのご指導やご助言のほどをよろしくお願いいたします。 

 さて、年度が明けて今年の４月からは、仮校舎での学校生活が始まります。３月には、仮校舎への

引っ越し作業も入ってきます。懐かしい現在の校舎にお別れを告げるのは、悲しい気持ちもあるので

すが、新校舎の完成を夢見て、粛々と作業を進めていきたいと考えています。 

「一年の計は元旦にあり」と言われます。心機一転の今だからこそ、何か一つの事に取り組んでみ

てはいかがでしょう。と言うのは簡単ですが、とりかかったものを続けることが難しいです。私事で

恐縮ですが、今年の目標として、書道を続けていこうと決めました。昨年から始めたのですが、上達

には程遠く、お手本のようにはうまく仕上がりません。地元の小・中・高校生に囲まれながら練習に

励んでいます。ただ、始めたときよりも自分では少しずつですが進歩を感じます。続けてきた成果の

一つです。教えていただいている書道の先生や家族から称賛の言葉をかけられると正直うれしいです

し、励みにもなります。 

 ぜひ、金曽木小の子供たちにも何か一つでいいので、続けて取り組むものを見付けて、ひたむきに

取り組んでほしいです。今現在実践している勉強でもスポーツでも趣味や習い事など、どれでもよい

と思います。「あれもこれも」だと集中せず、どれもが中途半端になってしまいます。何か一つのこ

とを続けて取り組む自信と多少のことにはへこたれない忍耐力を身に付けさせたいです。 

今年は巳年です。巳年に生まれた人は、蛇のように知恵深く、粘り強い性格を持つと言われていま

す。 蛇は古代から再生や永遠の象徴とされ、皮を脱ぎ捨て新たな姿に生まれ変わる姿がその象徴とな

っています。 こうした意味から、巳年は新しい挑戦や変化に対して前向きな姿勢を示す年とも解釈さ

れています。令和６年度もいよいよ３学期を残すのみとなりました。４月より子供たちが学んできた

ことの総仕上げの時期になります。教職員一同、子どもたちの健やかな成長のため、尽力してまいり

ますので、今年もどうぞよろしくお願いいたします。 
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